
毎月5日と20日は

無火災推進日です

松ヶ崎学区の安全レベル？

． ．  消防報は松ヶ崎学区の皆様からの助成金により制作 ・配布しています

松 ケ繭清随輻
平成28年01月11日
左京消防団松ヶ崎分団

分団長芝山宗昭

松ヶ崎力平甜受芝山宗昭

学麟、明けましておめでとうこさいます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。さて、分亜受として、南は岡崎明忍北ば去河原学区の 26人のヵ咆喪

とお付き合いし、学区毎の災害の多少⑪辰籾謳に驚かされて来まし応年の改ま召紀斜こ、 松ヶ崎⑰英図沼獄と将来について私見む庄べさせて頂きます。

◎ 松ヶ崎の当面の安全似害の少なさ）三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三

じ 】最近の20年間、左京区の火災は年間20,...._,25件で推移しています。左閑スには27学スありますので、平均的には1.1年から1.4年毎に火災り溌生すると言え

ますが、 松ヶ崎は3~年卸こ1件の火災発生に留まっています。商業・娯菊麒斐の少なさ、住宅籾胞待谷なとが功を奏しているのでしよう。 【水害／土砂災害】一昨争の

洪水特号l陪南瞬、北剖奴激学区ては通行止め、東山学区では自動車が流されるほどの出芯昨年の土砂災害避難勧詞寺、周辺20余学区で被害が出ましたが、松ヶ崎はい

ずれも無傷でし応／」ぶりな山を北に抱き、緩やかな傾斜地む也豆ど先祖の芙翫その後に住み着いた新住民か杵圃が幸いしているようです。縦横に張り巡らされた農業

用の7撻釦消宅及び取1Nりのき紗冊かい開閉剰乍濃耕者から選まれた水役当番による）が功を奏していると考えられます。

◎ 松ヶ崎の埒来の安全 三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三

じ 】高齢化による失矯姐船避けられないと思われます択民生劉員や社脳冠目の見守りら出鰍祝肖防華酌筐により、まずまず安全範囲と予測できます。【水害】

農耕者・水役の高齢化で水路・1N糧翌助可十分になり、小規模tJj囲kや道路冠7灼洲懸念されます。町内会単位の泥上{1'-¥澤お葉掻き出リ箆勘並要になりましょう。
【土砂災害】北に位置する;Jぶりな山は、集積7閲砿沙ないこと、崩肛こくい堆積岩からなるため、大閲奨は土砂災害を生じませんでしたが、過去50年伐採されずに伸
び、老齢化した木々が若木の成長を阻害しているため、直卦面表暦土ば咸じ、保水力ぢ咸じています。このまま放置すれば、中規模の土砂崩れや（材貴した枯机木及び枯葉

虚出的な流四廿しを招くものと考えています。仰霙災害】花f飛贈縦酷lのマグニチュード7.5規朦り地震発生が懸念されています。同甜巽り溝呻淡路大池記の災害

を松ヶ崎「住民8300人、家屋4200軒Jに当てはめると、17人が死亡、 120人が負傷、 600軒が全半壊、 1軒弱に火災発生、 16軒延焼力守想されます。勤務中消防署員の
学区割り当ては1.7人、 消闘団員の消区割り当ては8人促数の中の1/3が即応可能）にし力過ぎません

虻康災害も含めると、消脚附員のプロ苔肖間列員のセミプロに任せたままで‘松ヶ認挙刃忌謬吟,,とは言えません家具項因到防止策、火冠i蕪怨、当面の優泊りや非

常食備蓄など、学区民固々 び繭えが必要になっています。松ヶ崎習宮では、町内会なと隣ん型紛苫甜卯痰会活動劉JDが有用になります。消防団員缶頷魚してのパワーア

ップもお勧めですよ！

消防分団活動に一層のこ‘支援こ協力を 松ヶ崎分団i粧庭渠 三宅秀典

謹んで、新甲Dこ沐冠司を申し上げます。固猥には、こ家族拉前いで庫かしい信念をお迎えになられたことと、心からお悦び申し上げます。

疇疇ヒの隕句にあるためでしょうか、昨年も各地で集中的な疑雨となり、大きな災害が発生しております。当学区内でも、一時嗅餃癌報が出されましたが、幸

いにも大きな被囲訊ょく、又、昨年は匁及の発生もなく過こすことができまし迄

昨年より、左京消防団総合査閲での消防訓練において個人表彰制度が定められ、松ヶ崎分団員の一人が一番員役で見庫凌質しまし迄日頃から火災聴易笞忠Eした訓練
が積み重ねられ、これが確実な動作習得に繋がり、個人表彰受貰に結びついたものと傷心しております。

今後とも、団員]乱気を引締め、地威乃起さと安じのために頑張って参りますので、変わらぬこ支援とこ協力をよろしくお顎い申し上げます。

訟ヶ騎消防団員の創意工夫による防災自圭JI睛活動

京都市条例に定められた左詞叉消防団⑪乱織下にて様々な活動をする中、 松ヶ崎学区固有の防災観点に立ち、安全な活動を自主的に実施しています。
（活厠丘般は、松ヶ崎自治連合会監修のホームページに掲載しています）

選り火「蛉透」警備における渭火醤動の動寧饒な分園酒動

日時：2015年08月16日17時30分"-'21時00分

場所：西山「妙」及び東山 1$J火床斜面全域

送り火行事における飛び火翌戒材肖火確図甜枷ま、分団にとって山火事対応力増強に有用な訓練と

位置付けています。消火活動は、送り火「妙法」主監の立正会及びその会員の業務であり、広域行事

として左詞区消防署及び迎罪り消防出張所のこ支援を頂いています瓜近年、会員の火への不慣れ、

会員の後続のお題目 • さし踊り行事＼⑪五胆誌多動が必要であることなど、 消限署 · 所員のこ負担が

増えています。
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妙については、九未103基がくずじ手の輪郭に沿って配置され（石上の左図）、法については火床63基と少ない反面、急
勾配の斜面に点在（石上の石図）しています。消防分団は、会員と消防署員による消火活動を補完する取り組みとして、署

及び出張所が準備した消火ホースの引き回しやジェッ トシューター 備負い7路旬により点在する匁未i項間嘩侭に接近し、

機ある鍼K・延誨方止に寄与しています。また、7幻］による消火に依存せず、火掻き棒憔焼物の破壊による鎮火方法）
を併用し、効卿勺な淮火措置を講じています。急勾配⑪去り消火活動では未だ人員不足の課題はありますが、妙においては

昨年の5割咸という向盃となりましfふ

加えて、斜面の広域で周辺樹木への延焼を監視しながら、飛び火苔戒もしな（サばなりません）本年度より火床⑪肖火活

動も分団員が率先して実施するため、左京区消防団の本団、葵、下鴨の各団からも加勢を頂き、松ヶ崎州団員と総員28名ば扁
成により組織力のある効率即謡叉り組みを実施しまし迄欠芯呪双）即戦力を培う機会でもあり、団員個々において実際り災

顎叙起こる板原収卸砕、最l恨の水量で最大限の効果を組箪すな剋i習割こもなります。夏揚の気温の高い中、例闘の急
頌務咀酋での活動では、ヘルメット、 長袖長ズボン、手袋の正規活動着衣が義籾寸けられ、ヘッドライト、ジェットシュータ

ーが必需衷荷となります。強靭な体力も必要になります。事故なく安全に取り組むため、綿密な活動計画を立案し、甲闊平価

と課題を洗い出しながら、州強睛切を高める訓陳を今後も続けて参ります。
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学区内'1k災ポテンシャル評置と'1k災時の分園対応力譜化醤動
日時： @015年07月24日 08時00分"'-'12時30分 ＠氾015年09月27日 09時00分"-'11時00分
場所： G松ヶ崎井出ヶ綽井堰 ②洋区内前川周辺及び松ヶ崎井出ケ鼻井堰

唐 川から松ヶ崎学区に農業用水や消火用水を取り込む水門団也ヶ鼻井堰） があり、農業関係者と協力して7.KlE祖捌嗣職を実施して

います。①ば肖防団員7名と農閑関係者4名鐸tll名、②ば肖防団員が8名と10名に分かれ、農架瑚系者4名を含砂翌恐22名の体制で

取り組みました。井堰における活動は、実際に河川内に入って訓練を実施するため、安全かつ効果的な手法を取らなけ恨まなりません

石山に示す斜蔀訟＼「京都市災害マップ」におけ召公ヶ崎学叉内の災害管戒域（傾鋳度30° 以上、高さ5m以上で人家が近くにあ

る癖分 であり、罪釣ら7災廷雹硝駅予防活動を実践することで、有事での分団対応力を高める狙いがあります。

水災害対策として、相腐召北個配祁の掻き出し、土嚢壁溝築を実施します。水位り鳴く、7炒叙）ゞ激しい場合は命綱を設饂して、 安全~ “に
性を重視した取り組みから技量を培うようにしています。（写真中）また、旧街道に沿って流九る前川の堆積ゴ慌年は、放置しておくと道

路冠水や住宅地への浸水を招きます。井堰同様に土砂等の掻き出し、北山通り地下に設置されている共同排水口付近は定期的に清掃活動

を行い、これら水災害を未烈こ防ぐ取り組みを励行しています。（写頁下）

近年、妙法の山の保水力が危惧され、台風やゲリラ豪雨により学区内び那kポテンシャルは著しく低下しています。自然災害こ対する
備えは、日常からの防災意識が大切であり、上記の周濶花通じて冠瑯或に対する分団⑰対応力を強化しな団刀奴なりません

町内会を基盤とした訓練を！

松ヶ崎習叉自却歴応厘合会会長中島照泰

あけましておめでとうこさいます。家族拉前いで希望に満ちた新しい年を担えら
れました事と心よりお慶ぴ申し上げます。
自主坊災会は、町内別に第一から第八までのブロックに区分されており、そのも

とに29の防災部があります。昨年は各ブロックにおいて訓陳を実施させていただ
き、瓢されました方々から榔鰯な意見羽醗野出まして、 郵取ょ訓陳の成鹿が
あったように思いました）これからも町内会を基盤とした身近な所での馴糠を心掛

け、町内の皆様方と→者に災害羽坊災に対する関心を高めていきたいと思っており
ます。

昨年は色々 な事がありました〉 7月の大雨O)!l寺にぱ勘算打を心配され避難したい
とび註敗要望を受け、松ヶ崎;J学校講堂に7月16日23時30分から翌17日
4時50分迄泄摸距斤を開設しましに松ヶ崎自主罪及会が発足して初めて⑪璽防f
開設でしたが、避難された2名の方は無事にマンション碍尋宅されましこまた、
京駄学の東3号館（ノートルダム館） ・体育館・武逓椒り3ヶ所が避難所
として、 大学側より取惜をいただきました。 これにば地或の固策方のこ‘尽力があっ
て実現した賜吻と厚く感射申し上げます。学区の中以こ避卿励出来ましたことは、
学疇方々にi誌F常にL強く感じていただける事と思います。
これからも松ヶ崎消防分団のこ指蔚 • こ‘支援を得まして、 災害等に適切な対応が

できる自主坊災を心掛けたいと考えておりますので皆様方のこ‘支援 • こ協力をよろ
しくお領い申し上げます。

火災災のない災害に強いまちづくりを目指して

左京肖防署署長村林幹夫

新年朗けましておめでとうこさいます。平戎28年の輝かしい新吾を御陶釈さ
お迎えのことと，謹んでお瞑呻し上げます。

日頃より消防行政の推進に格別の御支援御協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて， 昨平松ヶ崎敦区におかれましては 無柊岐道成されましfュ これも偏に，
松ヶ崎消防分団の皆様の火災撲滅を願う昼夜を分かたぬ消防団活動と， 松ヶ崎親区

の皆様の日頃よりO)f坊火のお取組とが紹実したものと感翡拝し上げます。

近年，全国を顧みますと，欠及はもとより今までになt濠雨で河）1闊駆方力快壊
するなと甚大な被害がもたらさ几改めて自然項昭貶：災害へ刀荷えの重要性を

痛感し，引き続き，いざという時に自ら考え1頑詑きる人づくり ・地或づくりを
推進していかな国Uまならないと考えております。
左京消防署では 本年も地域でこ活躍をいただいております松ヶ崎消防分団の

攣 と共に，「地克耀型のi鴫 」と「力強い消防」を目指し，災害こ強いまち
づくりに併せ，焼死都坊止対策と出丸坊止対策に総力を挙けて取組み消防の使

命達成に邁進してまいりますので， 今後も松ヶ崎袈区の菌策び距芝椀剃筋力を賜

りますようお顎い申し上げます。

結びにあたりまして，松ヶ崎挙区の今後益々 のこ発展と火災のない災害に強い

まちづくりが→醐麟されますことを心から願いまして，新甲屑膨拶とさせて

いただきます。

輯八園員の綴介

山田茂昭

平成27年4月に入団させて頂いた山田茂昭です。松ヶ
崎東町に転入したばかりですが芝山団長に背中を押され
て入団しましね入団半邦鼎こ無i}<J)捐罐日巡回謡臥消
防団総合荊閲訓陳、井出ヶ鼻井堰水災訓輝泥あけ）、妙法
送り火警備、7揺祖髄葡甜功、防災訓棘と経験させて頂き団

長はじめ団員の方々 び岩束と熱意に大変感銘を受けまし
た。
現缶暇見の介護をしながら⑪舌動になりますが、少しで
も地或のお役にたてるよう尽力していく所存ですので、よ
ろしくお願い申し上げます。 佐々 木啓太

平成27年7月付けで入団致しました佐々 木啓太です。
ここ松ヶ崎に住んで 15年程になります。職業虞公ヶ崎で
オートバイの販売、修理をしております。学生南tはサッ
カー、ラクビーをやっており、体力には自信があったので
すが、年々 、体力q没菱えを感じていた昨今、芝山分団長よ
り熱心に入団勧誘を頂きまし応地或活動へ力になりたい
思いと自身の陶棄のため、 入団致しまし迄
子供達⑬月るい未来のため、地域活曲のため、がんばっ
ていきたい所存であります。先輩方、こ指尊どうぞよろし
くお願いします。

松ヶ崎消防分団に入団こ希望の方は、京都而肖防局左病肖防署伍芽区田中西大久閑町36番t也勺盃!i: 075-723-0119)までぢ問い合わせください。

消火器を備え、 火災警報器促期的な電池笈鈎ば箇切なものを設置しましょう。

分団長 芝山宗昭

副扮摩匹郡藤夫匿澄牲追）

副扮醗京極康生（弔堺匡且）

届胎旧張河村栄二佗即荊埠）

副扮醗蒔田桂三（教育担当）

稟清随薗松ケ鶴清随分園員
第1班 【東＆北束】

麟 三宅 勝倍務担当）

識 山田 勉唇防担当）

紐 山田 徹（教育担当）

団員高靖敏

団員 山田信推

団員 山田茂l召

第2班 【叶＆南】

麟 樋口晶弘（教育担当）

識 三宅祥文躙耕芦）

班長 卯野貴也侮澄担当）

甑訥研（予悧芦）

第3班 【内＆北1JLj]

麟 矢野博敏ffii1逝追）

班梅津康正（鴨intfil当）
班長 オ津和範（郭耕且当）

団員 佐橋学

団員藤井照夫 団員宇佐芙賢—

団員板垣晋 団員半井達弥

- 団員佐碕欽 1団員辛剛
永く松ヶ崎消防分団に貢献された北Ill~晃枡汲び沐村宏錮策は、平成27年3月末付けで退団されました。 こ君労様でした。尚、昨甲度
の歴閃西員様こ紹介にて信次金國策（昭和34年入団） の記載漏れがありましたこと、謹んでお詫ぴ申し上げます。

松ヶ崎消防分団

ホームページ

【松ヶ崎挙区自聡連合会監疹】




